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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和７年１月３０日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

  「主体的・対話的
で深い学び」の推
進と基礎学力の定
着・資格取得の推
進

①学習用端末やＩＣＴ機器を活用し基礎学力の
定着を図る。
①業者ﾃｽﾄ(基礎力診断テスト)から学習状況を
把握し、 生徒個々に応じた学力を伸ばす。
②年次研修や授業公開週間を活用し、教員間
の授業研究・授業改善に取り組む。
③県事業や外部講師を活用し、より実践的な授
業に取り組む。
④学科の学習の動機付けや自信に繋げるため
に、様々な資格にﾁｬﾚﾝｼﾞさせ取得させる。

Ｂ

 　生徒の進路意識
を高め個の適性に
あった進路実現

①各学年に対応した段階的な進路ガイダンス、
講演会を実施する。
②LHRを活用し、面接対策と指導週間を設定し
取り組む。
②三者面談を活用し、個の適性にあった間違
いのない進路実現に取り組む。
③学年・学科等の個別面談を通して、就職・進
学とも専門性を活かした進路を推進する。
④希望者への現場実習の実施。

Ａ

   生徒の規範意識
の向上と相談しや
すい支援体制の確
立

①登校指導や整容指導、放課後の定期的な市
内巡回等の実施。
①朝のＰＴＡ活動の実施。
②1年生高校生交通安全教育、自転車ﾏﾅｰｱｯ
ﾌﾟ推進校等、交通安全教育に取り組む。
②地元警察や関係機関のキャンペーン等に協
力・参加する。
③専門家（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ・ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）
等による定期的・継続的な教育相談・支援に取
り組む。

Ａ

   生徒の主体的活
動を支援する各種
活動の充実

①生徒が自主的に学校行事に参加できるリー
ダーの育成に取り組む。

②部活動・生徒会活動・農業クラブ活動等の活
動の活性化を図る。

③部活動指導時間を確保するために会議・委
員会の精選に努める。

Ｂ

　 地元及び関係機
関と協働し信頼さ
れる学校づくりの推
進

①未来の職業人材育成事業・「農力育成プログ
ラム」」等を活用し、地域との協同事業やイベン
トに取り組む。

②行産学と連携した商品開発・市民講座に協
力・参加する。

Ａ

　本校入学の目的
意識を持った生徒
の確保

①計画的に学校説明会、体験入学、個別相
談、文化祭時の中学生対象説明会を実施す
る。

②学校の教育活動をＨＰ等を利用して積極的
に情報発信する。

Ｂ

令和　６　年度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 羽 生 実 業 高 等 学 校 ） 　　　　　                                                                        Ｅ３７
目指す学校像 確かな専門性と高い人間性を育む学校

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

１　基礎的・基本的な知識・技術の定着及びコミュニケーション力を育成し、社会の変化に対応
　　できる能力を育成する授業の実践と主体的に個の適性に合った進路先を選択する進路指導を行う
２　基本的生活習慣の確立と規範意識の高揚を図る生徒指導を行う
３　地域と連携・協働する開かれた学校づくりを推進し、産業人としての意識を醸成する

概ね達成(６割以上)
　出席者　学校関係者　　 　５名
　　　　　生徒　　　　　 　９名
　　　　　事務局(教職員) １１名

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（１月 ２３ 日 現在 ）

■生徒の主体的活動を支援する各種活動の充実
①生徒が主体的に学校行事や特別活動に参加した｡
生徒86.7％（90.7）､保護者90.6％（92.0）
②ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ関東大会3位入賞、農業鑑定競技・意
見発表県大会出場、産業教育ﾌｪｱ体験ﾌﾞｰｽ参加。
②部活動加入率｡生徒69％（66.1）
③会議の精選・時間の短縮（HP・ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ・
Docuworks）等、部活動の指導時間を確保した。

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

【現状】
　学校全体は落ち着いてきているが、人
間関係のコミュニケーション力が不足し
ている。また、支援を必要とする生徒や
悩みを抱える生徒が増えている。社会人
としての「生きる力」を育てるために個々
の自己肯定感を高め、何事にもチャレン
ジする意欲の高い生徒を育てる必要が
ある。
【課題】
　生徒の規範意識の向上を図り、落ち着
いた学校づくりに継続して取り組む。教
育相談委員会・特別支援教育コーディ
ネーターを中心に専門家（ＳＣ・ＳＳＷ）と
連携を図り、生徒一人一人に寄り添った
組織的な支援を行う。また、生徒の主体
性やコミュニケーション能力を育成する
ために学校行事や部活動等、特別活動
の活性化を図る必要がある。

①授業ｱﾝｹｰﾄによる授業満足度が向上した
か。（生徒90%以上､保護者90％以上､教員
75%以上）
①授業が自分に合っている（生徒90％以上）
②教員ｱﾝｹｰﾄによる授業改善に取り組んだ
か。（教員95%以上、保護者95％以上）
③授業に意欲的・積極的に取り組む生徒の
割合が向上したか。（生徒90％以上、保護者
85％以上）
④埼玉県高校生専門資格等取得表彰（知
事表彰）や各種資格取得者が増加したか。

■ 「主体的・対話的で深い学び」の推進と基礎学力の定着と資

格取得の推進
①授業満足度｡生徒87.9%(90.2)､保護者86.3％（88.4）､教員
100％（70.6）、授業が自分にあっている｡生徒87.3%(89.8)､
①基礎力診断ﾃｽﾄの実施、生徒へﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
②教員の興味関心を高める授業改善、教員92.8％(94.1)､保
護者87.8％（94.2）
②年次(初任、5年次、中堅)研修、2年次農業教員研修5日間
（秩父市さやかﾜｰｸｾﾝﾀｰ事業所）、校内公開授業週間の実施
③授業に意欲的･積極的に取り組んでいる。生徒90.3％
(91.2)､保護者84.8％(84.8)
③県事業（未来の職業人材育成事業）外部講師活用
④埼玉県高校生専門資格等取得表彰3年6名（8）､簿記実務検
定1級2名､情報処理検定2級15名、ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書実務検定1級3年
2名（文書のみ20名）､2年速度のみ3名合格
④資格取得の意欲｡生徒82.4％（83.4）

【現状】
　本校には、学力や進路、入学時の動
機等、多様な生徒が年々増加する傾向
にある。また、専門学科の特性を生か
し、特色ある教育活動や資格取得を推
進し、生徒の自信と「生きる力」を高め進
路実現に繋げている。
【課題】
　今年度で「新学習指導要領」完成年度
であり、「主体的・対話的で深い学び」の
教育に取り組むとともに、生徒の基礎学
力の定着とグローバル化や情報化の社
会の変化に対応し、様々な社会の課題
に向き合い、解決しようとする力の育成
が求められている。、また、実践的な教
育と資格取得を推進する。さらに生徒が
安易で不本意な進路を選択しない進路
指導に取り組む必要がある。

①生徒が主体的に学校行事や特別活動
に参加することができたか。（生徒90%以
上､保護者90％以上）
②生徒会・部活動・農業クラブの各種活
動で成果があったか。
②部活動加入率（生徒35%以上）
③教員アンケートによる会議の精選・部活
動の指導時間が確保できたか。

・中学校では、多様な生徒に対応するため
に、習熟度別の学習及び個人・グループで段
階別に学べる教育環境を準備している。高校
も生徒個々の学習の進度・定着に応じた学習
内容が必要ではないか。
・国も農業に力をいれている。農業の特化性
をもっと出して、更に上で農業を学んで将来
農業に携わってほしい。
・もっと農業・商業の専門性を出していいの
ではないか。
・生徒の資格取得への意識は高いと感じまし
た。更に、資格取得の授業を積極的に進める
ことを要望する。
・三者面談で将来進みたい進路を的確に把握
し指導するとともに、実践的な授業と個々の
特性を生かし、将来の職業選択の取り組みを
引き続きお願いしたい。
・学校の様々な教育活動が生徒の人材育成に
繋がっている。
・大学や専門学校の合格や就職内定率100％
をもっと前面に出していいと思う。
・現在は、農業でもICTが必要不可欠な時代
である。ICTで管理するような農業施設や農
業機械に変えていくことが必要ではないか。
・大学への進学も大切ではあるが様々な資格
や技能を身に着けることが大切ではないか。

①生徒、保護者の進路指導に対する満
足度が向上したか。（生徒85%以上、保護
者95%以上）
②希望した就職先に合格することができ
たか。
③農業系、商業系大学・就職先が増加し
たか。
④現場実習を実施したか。

■生徒の進路意識を高め個の適性にあった進路先の実現
①進学希望者（大学・専門学校）合格率100％・就職希
望者の内定率100%。
①各学年で計画的に進路学ダンスを実施
②進路指導に対する満足度｡生徒86.6％
（87.3）、保護者89.9％（94.9）
②3年就職希望者面指導期間を9月に実施
③大学進学者数、農業系1名(1)、商業系1(1)合格。
④企業依頼の現場実習１名参加
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①生徒・保護者の本校生活指導の満足度が
向上したか。（生徒85%以上､保護者85%以
上）
①服装・頭髪・遅刻等ﾙｰﾙを守る指導（生徒
90%以上､保護者85%以上）
②生徒事故ゼロ、生徒指導件数が減少した
か。
②交通事故に注意して登校（生徒100%）
②地元関係機関の事業に協力できたか。
③長期欠席者、転・退学者が減少したか。

■生徒の規範意識の向上と相談しやすい支援体制の確立

①学校生活において努力したり頑張ている｡生徒
84.2％（84.9）、保護者92.8％（83.3）
①服装・頭髪・遅刻指導等ﾙｰﾙを守る指導｡生徒
90.3％（92.2）､保護者91.3％（86.2）
②交通事故1件、生徒指導件数：10件延べ13人（11）
②交通事故に注意して登校､生徒98.8％(100)､税の
高校生作文優良賞、羽生市長との意見交換会参加、
こども・若者意見交換ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ参加
③SC･SSW生徒との相談：25人延べ43人、（15人延べ
30人）

1

・中学校も多様な生徒への対応が年々増加している。
高校のＳＣ・ＳＳＷの専門家による悩みを抱える生徒
へ個々に対応している様子が良くわかった。引き続き
丁寧な対応をお願いしたい。
・全体的に落ち着きのある学校に感じた。引き続き、
先生方の個々に対応した指導をお願いしたい。
・一定のルールは常に指導してほしい。先生と生徒と
心の通う関係づくりをお願いしたい。
・社会に出て皆と協調しながら仕事ができるように、
高校生活の中で生徒の規範意識を高めるとともにコ
ミュニケーション能力を高められるような支援を行っ
てほしい。
・部活動の活性化は生徒数に影響していると思うが、
一人でもやる気がある部員に指導をお願いしたい。
・部活動や学校行事、特別活動など、生徒が活躍する
場があるといいと思う。
・農業クラブの研究発表会では、高校生が農業に魅力
を感じ目的意識を持って取り組んでいる様子が見られ
た。ぜひ、農業に係る研究をして県大会にも出場して
ほしい。
・農業クラブ活動を通じて他校の生徒との交流は、見
識を広める大事なことだと思う。
・社会で生きがいを持つことは大事なことだと思いま
す。「市長との意見交換会」や「こども若者交換会」
は、生きがいを見つけられる場所になると思う。
・将来の目標をもてるような、学習環境を作る必要が
あると思う。例えば、体験学習など。

【課題】
・専門高校の役割として、将来地域・社
会に貢献できる人材を育成するために、
学科の専門的知識・技術を生徒に確実に
身に付けさせる必要がある。そのために
は、生徒個々の基礎学力を定着を図り、
生徒の学習意欲を高め、主体的に学ぶ生
徒を育成する必要がある。引き続き生徒
が楽しく学び、自然と学力が定着する工
夫した授業改善、ICT機器を活用した授業
を推進していく。
・生徒の就労意識を高め､将来､社会で活
躍できる未来の職業人材の育成に取り組
む必要がある。
【改善策】
①ICT機器や学習用端末を積極的に活用し､教員
のスキル向上と質の高い授業改善に取り組む。
②年次研修や授業公開週間を活用して､他の教員
の授業を見学し授業力の向上を図る。

③計画的な進路指導と生きる力を身につ
けた職業人材の育成に努める。
④積極的に資格取得を推進し、取得率を
向上させる。

【課題】
・生徒個々に社会で生きる力を身に
着けさせるためには、生徒の自己肯
定感を高め、規範意識を身に付けさ
せるとともに、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を育
成する必要がある。また、悩みを抱
える生徒や家庭的に問題のある生徒
等、引き続き多様な生徒への支援を
行う必要がある。
【改善策】
①定期的な整容指導・登校指導及び必要
に応じた市内巡回等を行う。
②朝のＰＴＡ登校指導の実施。
③SC・SSWと連携し、専門家と組織
的に支援を行う。
④生徒会・農業ｸﾗﾌﾞ・部活動等の活
躍をサポートするとともに各種活動
の活性化を図る。
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【現状】
　商業と農業を併設する専門学校とし
て、地元のイベントや事業に積極的に参
加し、地域に根ざした活動と生徒個々の
専門力の向上に繋がっている。しかし、
生徒募集では、地元中学生の減少に伴
い募集に苦戦している。
【課題】
　生徒が本校で学んだ知識・技術を地元
のさまざまな行事やイベントに参加し連
携・協働するとともに、農業・商業の専門
性を習得した未来の職業人材を育成す
る責任ある学校であることを積極的に地
域に発信する必要がある。

①地元関係機関と行産学連携事業に取り
組むことができたか。

②商品開発・羽生市教育委員会主催の
講座に協力・取り組むことができたか。

■地域の関係機関と協働し信頼される学校づくりの推進

①純国産、非加熱、生はちみつの製造、はちみつﾚﾓﾈｰ
ﾄﾞ、羽実味噌の販売、能登半島産はちみつ復興支援協
力、世界ゆるキャラさみっとin羽生、羽生ｲｵﾝ夏祭り、
羽生市市制70周年各種ｲﾍﾞﾝﾄ、毘沙門天節分祭参加
①羽生市役所環境課と連携してｸﾋﾞｱｶﾂﾔｶﾐｷﾘの駆除･消毒。
②羽生市給食ｾﾝﾀｰに本校の生産物･はちみつ提供。地域の公
開講座に高校生ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰとして園芸科生徒が協力。

【課題】
・全ての学科で募集定員を確保する取り
組みが必要である。
中学生に学科の教育内容や専門高校の目
的を理解させ、本校で学びたいという目
的意識の高い志願者を増やす生徒募集が
必要である。
【改善策】
①中学生対象の学校説明会や体験入学・相談会
を工夫し計画的に実施する。

②地域のｲﾍﾞﾝﾄに積極的に参加するととも
にHPやSNS等を活用して、本校の教育活動
を校外に配信する。
③県の事業（未来の職業人材等）及びそ
の他の事業に取り組む。
④産学官と連携し、外部教育力の活用と
豊かな心の育成を図る。

・羽実生徒は、各種イベントでお客様とのお話や対
応、イベントでステージに上がった時の立ち回りが
年々上手になってる。
・産学官連携では、「養蜂」を通じた取組に協力いた
だいる。特に「ふるさと納税」では、高校生が作った
「はちみつ」がとても人気がある。
・産学官連携など、今後も様々な分野の方と連携を図
ることで、社会に出ても活躍できる柔軟な人材育成に
繋がるものと期待している。
・「ｸﾋﾞｱｶﾂﾔｶﾐｷﾘ」の捕獲・駆除に行政と高校生が協
力できたことは素晴らしい取り組み。
・「入学して良かった」生徒の割合85.5％でＢです
が、「入学して良かった」と思っている生徒は多いの
ではないか。
・羽生市の公開講座に生徒がインストラクターとして
講義する取り組みは良かったと思う。
・入学者を増やすためにＷｅｂ等を利用して専門高校
のＰＲなどは如何でしょうか。
・地元の外部指導者の力を借りて校内の施設を活用し
スポーツをＰＲしてはいかがでしょうか。
・保護者アンケート結果が高くてうれしい。
・中学校の畑を高校生と一緒に作付できるとありがた
い。（中学校との交流）

①不本意入学でない、本校に目的意識を
きちんと持った中学生の入学者が増えた
か。

②学校説明会・体験入学・個別相談会及
びＨＲの更新・閲覧回数が増加したか。

■本校入学の目的意識を持った生徒の確保
①令和7年度入学希望者は、商業系41名（43）
農業系37名(57) 2/10志願者数 22名減
①入学して良かった｡生徒85.5％（91.2）保護
者97.1％（99.3）
②学校説明会139名（135）､体験入学58名(48)、彩
の国進学ﾌｪｱ27名(25）、個別相談16名(34)
※（　）内は、R5年度ｱﾝｹｰﾄ結果


